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定期航空機観測に よる高度 10kmに おけるメ タン 濃度の長期変動

＊
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1．はじめに

　 日本 と豪州 を結ぶ 日本航空 の 定期旅 客便 を利

用 した フ ラ ス コ サ ン プ リ ン グに よ る メ タ ン 濃度

の観測は 1993 年 4 月か ら開始 された。こ の観測

は 、 2005年 12月か ら CONTRA工L プ ロ ジ ェ ク トで 開

発 され た新型 の フ ラ ス コ サ ン プ リ ン グ装置 （ASE）

に引き継がれ 、2009年 3 月ま で継続 され たが、観

測に使用 して い た B747−400 の 路線変更と退役の

た め に 2 年間観測が 中断 し た。こ の 間、B777 −200

に観測 装置を搭載す る ため の 機 体改修 を行 い 、

2011年 5月か ら ASE観測が再開された。

　本研究で は 、こ れ まで 得 られ た過去 19 年間 の

メ タ ン の 長期観測データ の 連続性 を検証す る と

同時に 、高度約 10krn付 近 の メ タ ン 濃度 の 変動 の

特徴に つ い て 解析 を行 っ た結果 を報告 す る 。

2．観測データの連続性

　2005 年 11 月 ま で の 気 象研究所 の 測定で 用 い た

標準ガス と、そ の後の 国立環境研究所の測定で用

い た標準ガ ス との 相互比較実験を実施 し た 。 そ の

結果、両機関の 基準ガ ス に 約 1．5ppb 程度 の わず

か な違 い が あ る こ とが認 め られ た 。 こ の 違 い を補

正 す る こ と に よ っ て 、濃度 ス ケール を統
一

し た 。

　図一 1 は 、3 つ の 緯度帯に お ける メ タ ン 濃度の

変動 を示 してお り、そ の 濃度変動 と長期 的 トレ ン

ドを解析 し た結果が プ ロ ッ トし て あ る 。 2005 年

12月 か ら CONTRAIL プ ロ ジ ェ ク トに観測が引き継

がれ たが 、 そ の 濃度変動 は以 前 の 観測デー
タ とギ

ャ ッ プ な く、季節変化も以前の 平均的な パ タ
ー

ン

と良く類似 し て い る こ とが確認 された。そ の 他の

要 因 も検討 した結果 、　CONTRAIL 　ue測 へ の 移 行期 に

お けるデータ の 連続性 に 問題 が な い と判断 され

た。

3 ．濃度変動の 特徴

　図一 1 に示す通 り、高度 10km 付近 の メ タ ン 濃

度 の 長期 変動 は 、南北両半球 とも 1999 年 ま で 年 々

増加する傾向 に あ っ たが、2000年以 降は 濃度 の 増

加が停止 した 。 と こ ろが 、2006年以降は再び メ タ

ン の 濃度が上昇を開始 し た。2 年間の 観測空 白期

間が あ る もの の 、メ タ ン 濃度 は 2009 年 3 月以 降

も引 き続 き増加 して い た こ とが示唆 され た 。

　こ の よ うな長期的な ト レ ン ドの 推移 は 他の 緯

度帯で も全 く同 じで あり、地球規模の メタ ン 収支

の 変動に関連 した現象 と言え る 。

　
一

方、季節変動は 緯度帯に よ っ て 異なる こ とが

明瞭に認 め られ た 。 北半球では年 々 の 変動 が大 き

い が 、熱帯か ら南半球に か けて は ほ ぼ規則的なパ

ター
ン の 季節変化が見 られ た。また 、南北分布パ

タ
ー

ン の 年 々 変動 も見 られ て お り、こ れ らの 分布

の 特徴に つ い て も詳 し く報告す る。
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図一 1　 高度約 10km の メ タ ン 濃度 の 変動。
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